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従業者及び住民に対して実施した被ば〈評価実例

‘1.福島第一原子力発電所に隣接する双葉町.の住民が避難をする際に、双葉高

校で待機していた際、福島第一原号力発電所第1号機が水素爆発したことに

より被ぽ《した可能性があったため、移動先のこ本松市福島男女共生センタ

ーにてサーベイメータによる測定を9名について行ったところ、次の測定結

果が得られた。

測定結果 λ数

18;OOOcpm 1名

30，OOO.....36，OOOcpm 1名

'40，OOOcpm 1名

-iO.OOOcpm弱※ 1名

ごく小さい値 空名一一一|

. 

仏ぎ I() rJ~ j 1" 
d ・

13 OIJ， O Clht 

ク611-rn )V 

100ノ QOOCj?Jn

※1回屈の誤，IJ定では、 100，OOOcpm(カウント/分)を

超えたものの、靴を脱いで再測定した結果、計測

されたちの。

注)被ぱくの評価を早くするための測定であり;

この基準値を超えた場合、詳細な被ばく評価を行

うこ左となる。

‘
2.福島県が3月 13日から県内2箇所の保健所でスクリ}ニングを開始。測

定の結果鼻&裳議~ 13，OOOcpmを超えた者が30数名いた。
i
、 ，

¥ 0 ~司
、3.福島第一原子力発電所第I号機で給水作業を行てえていた自衛隊員が、発電

所の水素爆発に遭遇したため、作業終了後測定した燃は問題なかったが、 O

FCV動後、再測定を行ったところ、 30;OOOcpmであったため除染問つ
掠，000"-'10，OOOcpm欝器十日。
福島第一原子力発電所第 1号機格納容器のベント操作に伴い、東電社員 1名が

100mSvを超過 (106.30mSv)。

・しへ;-EL'XIJL
なお、いずれも人体に確定的影響はなしゅ静呼応る。.例Lu--¥(t!O're-oi7サ孔

問、 td)玖従早々 (主1E5313キftujb、、I-(，."" k ~"..， ;~ J w設定
代内可晶子凶叫仇レ司i二三?をと i'\:'ース』二三千 C~ 4" J t 
号'必h C;;>んο~" 与 t~守つ? ‘ 

¥ dy乙54F恥体制$，t白 Z♂ノ
十

蹴ページ数日 01ページてす。
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ヲ易μω タt~~~防-
1・精島第一原子力発電所1号機時とL社員1おぜ日誌子徽α
主主主三・被ぱくを受けているが、主雪ミ全企庄豆急品手て急性の放射

j哲生じ耕三ぃ。
{参考}

01Gy以上の被ぱくを受けた場合に、急性の放射線影響が生じる

と言われているロ

問 今回の原子力事故に伴う放射線による健康被害の状況如何

同れ叫; / 
~ 

¥砂金全/
2.周辺住民については、激射線の放出が認められる前に避難等の

措霞を実施しており 健康影響が認められるような被ばくは生じ

ていないものと考えずいる。~淫接お樗号雫=守子番】勝弘」込ぷ蒜響~~こ
芸品部件以色丞~自4曇a'I!&.高佐藤恥~革・長竺品位臨砧込品..:;r..

.人¥θタf主久.手矧?幼舟t/作附宰梢拘佐払ん3秀宇鮮挙Z斗仏μ色μ/牟注鈎吟附もいの探檎奇科究洲炉初11除依
【参 考】 をffi乙W戸ρρb仇川t
O過去の疫学デ}夕では、 50mSvを超えおい場合にほ、発がん

リスクの上昇等の影響が認められていなし，九
/
t
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【機密性2情報】
!"5 ~ 
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原子力安全委員会から住民避難について

平成23年3月14日

原子力安全委員会

-福島第 1原子力発電所の周囲20kni圏内はすでに避難地域に指定されていま

す。従ってその圏内にまだ、残づている方はできるだけ速やかに避難を行うよ

うにしてください。

-移動に際し安全の担保されない疾病者は、その状態を優先させて下さい。

-避難の際には、風下を避けることに十分留意してください?

以上

¥ 、
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【機密性2情報】
ヰ月!今じまく丹>

f3': Z(J- C; /Z cヘit1ずズと
原子力安全委員会から住民避難についての助言

平成23年3月14日

原子力安全委員会

-福島第1原子力発電所の周囲20km圏内はすでに避難地域に指定されていま

す。従ってその圏内にまだ残っている方はできるだけ速やかに避難を行うよ

うにしてください。

-移動に際し安全の担保されない疾病者は、その状態を優先させて下ざい。

-避難の際には、風下を避けることに十分留意してください。

以上

ぷむ材供I/i{tfiJ，rf.いffHF
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[機密性2情報}
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安定ヨウ素剤内服について

平成23年3月 I4日

原子力安全委員会

-安定ヨウ素剤内服は、放射性ヨウ素ーの甲状腺集積を防ぐ目的で施行されます。

-現在避難範囲に残っている方々以外は服用する必要はありません。

-医師の管理のもとにのみ服用してください。

以上
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A体の被ぱくの確認、除染の方法及び車の汚染確認について(案)

(3月1'-3日18:20版)

【運転手、住民への周知1

測定要員がいる指定された場所に行ってもら.50

【放射線測定要員への周知]

(1)身体表面の汚染確認、除染方法について

①測定要員が放射線測定器 (GMサーベイメーター)で身体表面の汚染の有無.を、服を着た状態

のまま測定するa

(2)車の汚染確認、除染方法に?ついて

①測定場所に測定要員を臨置し、放射線測定器 (GMザ」ベイメーター)を用いてタイヤの汚一

染の有無について測定を実施。-

②測定結果が、 6，OOOctm以上であれば、タイ.ヤの洗持を行う。

③洗降水は回収する必要があるため、洗浄にあたっては、鑑みにビニ}ノレシ}ト等を張り、そ

の上に水を張り、そこを車で通過しでもらう。

@その後、再度測定を実施し、汚染がないことを確認する。

⑤ ピニ」ノレシート等の上に張った水については、タイヤの除染が十分にできなぐなってきたタ

イ‘ミシグで、きれいな水と取り換えること。

-⑤ 洗静水は、ドラム缶、タンクなどの密封できる容器に貯める。

*I~ぺ-f数日 02 ぺ』?です。
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【機密性 2情報】

ERCからの質問事項『福島第一原子力発電所の避難区域外に避難してくる車の汚染をど

のように管理するかJについての助言

平成23年3月 15日

原子力安全委員会

緊急技術助言組織

O 避難区域20kmに接する国道 (6号線、 114号線、 288号線)が福島第一原子力発電所を

中心とする半径 20kmの円に接する箇所を測定点とし、 GMサーベイ.メーターを所持し

た測定者を配置。

O 測定点を発電所から離れる方向に移動する車に対して、停止を求めでタイヤをGMサー

ベイメーターで測定する。

O 測定結果が6，OOOcpm以上であれば、タイヤの洗浄を行う。

O 洗浄水は回収する。
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原子力発館所事故に伴う:国康食品の安全性に関する外国政府、:都道府県、-

-一般国民からの聞い合わ官令の対応について

.・・.
QS答製鋼)

平成23年戸月.'15・日
jt品安全部;枇脱.安全JI!

l同1 ……酬の刊の現状刊一… l
について轍:えていただ世世い‘
、〈「住) .;I~ I瑚~ 1"阿埠IIiIjl'j[ 1f品ぬ柵III抱I川政;J(.fがらの朋目的，rt-わせあか.・ 0

-・'・，・・.

? j，・‘

1..現時点:においτ、蹴J島第一原子力強電所から単得、20kili、協励賞E三原子力強電所から.
・半後 iOk~ .，について腿雌指示が必されれており、 :t JiI'l~ ~ Fl、附品l似脚本水鵡湖lIどおい
ても‘
「 東京地力傭尚一原措法び同筋二勝憾の.トラブルに伴う j雌期~~J.itJ也IA内の足制本水施物 ・

'については、・・地区内住民が全民i雌雌しでいるこどから〈現実的に・防御できる状況にな
いこと'o，J と公嫌dれているa¥

{秒}蹴:~豊開~~，目方ミエ 1)7.締 悩助mut-ムページ1
I MMWWWCRU-pmtrukuFhimJldlpppJmtitithw191SUEVICt-PDISPLAY-!日時IR15CMNEXiL
DISPLA YJD~UωOQ04&CONrl~~TSJO圃13603

zi; 本併についてーは、今後の対応の必製性を;含め引き縦書住視し~まいりたb ら

J 

). fmi2 都道府県刊難者以食品中の政射能濃度制問っ惜し支えないれまた、1:.' '. 
| 都触は般定されでいるのかa

ユー('-帥制品刷、 k肱~J階、太Iltiiljからω11l1~ 、合~).ttあ玲・ .・

主務・ ・

ト都道府県、再E難者が自らの判断で般射能漉度の検貨を行うこ土は撲レ支えない.

2・'結果の僻fnJiに当たっては守原子力安全視員会が般借した「飲食物の艇取制限に関する
指楳j世僻喝kされたい。

以上
，.・.
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パスの汚染検査について

.住民避難用パスの汚染検査について、以下の通り助言いたします。-

平成23年3月14日

原子力安全委員会

派遣されでいる汚染検査要員数では避難に使用されているパス全ての汚染検査を実施す

るこどが困難と考えられますので、各パス会社の社員の.方にサーベイメータの使い方を教h

え、各自でパスの汚染検査を実施していただく ζとが現実的と考えます。スクリーヱング

;レベルは人間の汚染検査同様、 6~OOOcþm が妥当と考えます。汚染検査する箇所はパス内部

に限り、乗客が接触した可能性のある場所(シート、床、手すり等)とします。パス外面

は洗車を行い除染しでください。

.もしパス内部に汚染が見つかった場合、その部分を取り外し、.ビニール袋にいれ保管し

てください。取り外しが困難、かつ、簡単に汚染が除去できない場合、 2次汚染を防ぐため

に厚手のビニール等で汚染箇所を覆うととで対応してください。

・'.<1.

~I 
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